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談話室

第25回 半導体物理学国際会議にっいて

第25回 半導 体 物 理 学 国 際会 議(25thInternationalConferenceonthePhysicsofSemiconduc-

tors,ICPS25,組 織 委 員長:上 村 洗,東 京理科 大 学)が,平 成12年9月17日(日)か ら9月22日(金)

に わ た って,大 阪 国際 会 議場 と リー ガ ロイ ヤ ル ホテ ル とで 開催 され ま した.半 導体 物理 学 国 際会 議 は

IUPAP(lnternationalUnionofPureandAppliedPhysics,国 際純 粋 ・応 用物 理 学連 合)注1が 開催

す る会議 で あ り,半 導体 物理 学 に関 す る基 礎 的研究 お よびそ の応用 につ いて の最新 の成 果 を討議 す るこ

とを 目的 と して い ます.1947年 に トラン ジス ター が発 明 されて ま もな くの1950年 に英 国の レデ ィン グで

第1回 の半導 体物 理学 国 際会 議 が開催 され,以 来,ヨ ー ロッパ ・ア メ リカを中心 に して隔年 ごとに開 か

れて きま した.第1回 の 会議 へ の出 席者 は15ヶ 国110名 で したが,近 年 は表1の よ うに多 くの出席 者 を

集め・規模の大き獅国際会議・
、な・て… す・今圃CP625へ 賑 ・の・・…46の 国・㌣域か・

1000名 を越 す 出席者 があ りま した.特 に200名 を越 え る多 くの学 生 が参加 しま した注2.

表1:過 去の半導体物理学国際会議への出席者数

年度 開 催 地 参加国数 参加者 日本人参加者

1950(第1回)

1988(第19回)

1990(第20回)

1992(第21回)

1994(第22回)

1996(第23回)

1998(第24回)

レデ ィ ン グ(英 国)

ワ ル シ ャ ワ(ポ ー ラ ソ ド)

テ ッサ ロ ニ キ(ギ リシ ア)'

北 京(中 国)

バ ソ クー バ ー(カ ナ ダ)

ベ ル リン(ド イ ツ)

エル サ レム(イ ス ラ エ ル)
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注11UPAPは, .基礎物理学および応用物理学に関する国際協力を推進することを目的とする国際学
術団体です.

注2こ れらの数字と表2は 事前登録状況と安藤恒也プログラム委員長が閉会式で用いた資料とを元に

作成しており,正 確な集計前の数字です.最 終的に決定される公式な数字ではありません.
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半導 体物 理学 国際 会 議 は,日 本で は,1966年 と1980年 と にいず れ も京都 で 開催 され た こ とがあ り猿 す.

トラ ンジス ターの誕 生 を記 念 して開催 され た半導体 物 理学 国際 会 議 が21世 紀 への節 目の年 に あた る2000

年 に この大 阪 で開催 され た ことは非 常 に意 義 が大 きい と言 え ます.ICPS25が 日本で 開催 され るこ とに

関して,日 本学術会議は,・社函法人日本物蓮牽会おま奉在団咲ノ1応痢物蓮学会ξ乏1も紀℃PS25を 共同

主催 す る ことを1998年 に決定 し,1999年6月 の閣 議 了解で この こと が正式 に決 定 され ま した.す なわ ち,

ICPS25はIUPAP,日 本学 術 会議,日 本物 理学 会,応 用物理 学 会 の共 催 で開 かれ ま した.ま た,大 阪府,

大阪市 の後 援 を頂 きま した.

表2第25回 半導体物理学国際会議の出席者数の国別の内訳(注2参 照)

Japan

Germany

UK

USA

France

Russia
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UnitedArabEmiral
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Ghana1
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以上合計 1022名

ホー ムペ ー ジ上 で募 集 した 約1,300件 の投稿論 文 と基 調 講 演 ・招 待講 演 へ の推 薦論 文 な どゐ・ら,5件

の基 調講 演,6件 の特 別 シンポ ジ ウム講演,32件 の招 待講 演,168件 の一 般講 演,839件 の ポス ター講 演

の合 計1,000件 あ ま りの講 演 が選ば れ ま した.メ イ ン会 場 とな りま した大 阪 国際会議 場 は,中 之 島の リー

ガ ロイ ヤル ホテ ルの隣 に この春 にオー プ ン した12階 建 の 国際会 議 場で,5階 の メイ ン ホール は2階 席部

分 も使 うと2,000人 を越 え る出席者 を収 容 で ます.ICPS25で は1階 席部 分 だ け使 用 しま した.こ の メイ

ソホー ル にて,9月18日(月)に 高 円宮 同妃両殿 下 の御 臨席 を賜 り開会式 が行 われ ま した.

三 浦 登繍 委 員会 幹 事 の開 会 の灘?づ き・上 村洗 繊 委 員長>M.Card・nalUPAPC8委 員 長 ・

吉川 弘 之 日本 学 術会 議 会 長 の あい さつ'が行 おれ た後,高 円宮 殿下 の お言 葉,内 閣総 理 大 臣 メ ッセー ジ

(司会 者 代 読)と 小 う順 で開 会 式 が行 われ ま した.主 村 組 織 委 員長 は,一ICPSが 始 ま つた1950年 代 を

「OpeningoftheModernSemiconductorPhysicsEira」,超 格 子 が発 明 さ れた1969年 以 降 の1970
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年 代 を 「Tailor-MadeMaterialAge」,ま た,量 子 ホ ー ル 効 果 の 発 見 を 導 い た2次 元 電 子 系 か ら さ ら

に 量 子 細 線,量 子 ド ッ トへ と 砥 究 が 進 ん だ1980年 代 か ら1990年 代 に か け て を 「AgeofReducedDi-

mensionality」 と 名 付 け て,こ の10年 を 「AgeofInteractionsandDevelopment」 で あ る と す る 内

容 の 講 演 を 行 い ま し た.CardonaIUPAPC8委 員 長 は,過 去3回 以 上ICPSを 開 催 し た こ と の あ る 国

(表3注3)の 開 催 地,年,参 加 者 数 を 示 し た あ と,五 箇 条 御 誓 文 の 紹 介,長 崎 の 出 島 の 話 と,M.C、

Perry("ペ ル リ提 督")の 話 を し た あ と,黒 澤 明 監 督 の夢 の 一 節

Althoughpeoplecansurviveonlywithinnature,theytreatitrudelyandtheybe-

lievethattheycancreatebetterthings.Particularly,itisannoyingthatamong

scientistswhomaybeveryclever,therearemanwhodonotknowatallthepro-

foundheartofnature.

の 紹 介 と い う講 演 を さ れ ま した.

表3:過 去3回 以 上ICPSを 開催 した ことの あ る国(注3参 照)

開催国 開 催 地 開催年 参加者

Japan

Germany

UK

USA

Kyoto

Kyoto

Osaka

Garmisch

Stuttgart

Berlin

Reading

Exeter

Edinburgh

Rochester

Cambridge

SanFrancisco

1966550

1980800

2000ｻ1,000

1956120

1974750

19961,300

1950150

1962400

1978700

1958500

1970600

19841,050

開会 式 の あ と,rド イ ツ ・マ ックス プ ラ ンク研究 所 のKlitzing教 授 注4の 「量子 ホー ル効 果 の20年 」 と題

した基 調講 演 が あ りま した.米 国 ・コ ロ ンビア大学 のSt6rmer教 授 注5が司会 を しま した.休 憩 をは さん

で,外 国 人参 加 者最 長 老(82歳)の 米 国 ・ペ ンシル バ ニ ア大 学 ㊧Burstein教 授 が司会 を して,「 半導 体

にお け る電 子 ス ピソ と核 ス ピソの光 学 的 な操 作」(D.D.Awschalom-UniversityofCalifornia,

注3こ の表 はCardonaIUPAPC8委 員 長 の講演 資 料 か ら作 成 した もの で あ り,表1の 数字 と若 干 の違

い があ ります.

注41985年 ノーベ ル物理 学賞 受賞 者

注51998年 ノー ベ ル物 理 学賞 受賞 者
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SantaBarbara,USA),「 広 い 禁 正 帯 幅 の 半 導 体 の 伝 導 率 め 制 御 ⊥(C.G..VandeWalle-Xer�

PaloAlt6ResearchCenter,USA)と い う2件 の 基 調 講 演 が 行 わ れ ま し た.

ICPS25の メ イ ン テ ー マ は 「基 礎 と応 用 の 接 点 」 で す.江 崎 玲 於 奈 名 誉 委 員 長 注6と,白 木 靖 寛 組 織 委.

員 会 幹 事 が コ.一デ ィ ネ.一 タ ニ と な り,こ め.メ イ ソテ ー マ に 沿 っ た 特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 「PlenarySymp(r

siumonInterfacebetweenFundamentalsahdDeviceApplications」.と パ ネ ル デ ィ ス.カ ッ シ ョ ン

が,9月20日(水)に メ イ ン ホ ー ル に て 行 わ れ ま した.特 別 シ ン ポ ジ ウ ム で は,「 カ ス ケ ー ド ・レー ザ ー:

基 礎 研 究 か ら 商 業 化 ま で 」(F.CdAasSO-Be11.Laboratories,LucentTechnogy,USA),「� ヘ

テ ロ接 合 レー ザ ー1新 し い 物 理 と 新 し い 技 術 の 発 展 」(Zh.LAIfer◎v-IoffePh罪ico-Techincal

Institute,.Russia),「 量 子 コ ン ピ ュ 」 タ」(Y.Yamamoto-StanfordUniversity,USA),「.フ ラー

レ ン と 単 層 カ ー ボ ン ・ナ ノ チ ュ ー ブ の ハ イ ブ リ ッ ド構 造 」(S.Iijima-MeijoUniversity;NEC

FundamentalResearchLaboratory,andJST-ICORP,Japan),「 窒 化 ガ リ ウ ム6ト ラ ン ジ ス タ ー

の 科 学,技 術 と 衝 撃 」(U.K.Mishra-UniversityofCaliforniaatSanta-Barbara,USA)と い

う5件 の 特 別 講 演 が 行 わ れ ま し たi

特別シンポジウムの後 多 くの出賭 は遠足咄 かけました・出騨 力1多いため・奈卸 一スと大阪

コー ス とに別 れ て バスで 出 かけ ま した.良 く考 え られ た行 き届 いた準 備 の お かげで,ま た,心 配 して い

た 台風 も来 ず,な んの問題 もな く,多 くの会議 出 席者 が快適 に,ま た,安 全 に遠 足 に 出か け られ ま した.

最終 日の9月22日(金)2「 半導 体 にお け る相 関,デ コヒー レンス,デ ィフ ェイ ジン グと緩 和」(D.

Chemla,一UniversityofCaliforniaatBerkeleyandLawrenceBerkeleyNationalLaboratory,

USA),「 高 い ラ ンダ ウ準位 にお け る、2次元電 子 ガ スの新 しい相 」(J.Eisenstein-CaliforniaInsti-

tuteofTechnology,USA)と い う タイ トルの基 調講 演 が行 わ れ た あ と,閉 会式 が行 われ ま した.安

藤 恒也 プ ロ グラ ム委 員 長 の.「会議 の ま とめ」 につ づ き,IUPAPの"TheYoungAuthorBestPaper

Awards"の 授 賞 式 が行 わ れ ま した.こ の 賞 は,.卓 越 した博士 論 文 の研 究 に対 して与 え られ る もので,

1990年 に制 定 され ま した。今 年 は,日 本 が3件,ド イ ツが1件,英 国 が2件,米 国が1件 受賞 し ま した.

なお,副 賞 は500ド ルで す,受 賞 式 の後,次 回 のICPS26の 開催地 が 発表 され ま した.

次 回は,英 国 ・ノ ッテ ィ ンガ ム大学 のEaves教 授 が委 員長 を努 め て,2002年 に英 国の エ デ ィ ンバ ラで

開 催 され る予定 です.い ま この低 温 セ シターだ よ りを読 まれて い る読者 の 方 が一人 で も多 く出席 して 下

さ る ことを祈 ります.

最 後 に な りま したが,邑 瀬 和生 低 温 セ ソ ター だ よ.り.編集委 員長 は このICPS25の 副 委員 長 ・現 地 部会 長,

濱 口智 尋低温 セ ソター長 はICPS25め 総務 幹事 を務 め られ ま した.

注61973年 ノーベル物 理学 賞 受賞 者
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